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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、古代 日本 における北方地域史 に関す る既発表論文17編 を、そ の内容 によって序論
と各論編3部 に配列 し構成 した ものである。原則 として字 句の修正 な ど最小 限の加筆 ・補正 に
とどめ ることとし、発表時の形式に従 っている。
いうまで もな く古代 日本における北方史研究 ない し蝦夷研究 は、古代国家 による東北地域 の
開拓史 ・拓殖史 として出発 した歴史 を もっているが、 戦後 になって高橋富雄 ・新野直吉 ・高橋
崇 らの諸氏 による実証的な研究 を基 盤 として、東 北古代史 という研究領域 として研究 の進展 ・
深化ない し成長を遂げ てきた。現在、 その成果 は質 量 ともに膨大 なもので あるが、た とえば こ
れ まで発表 された著書 ・論文等の数 を整理す ると1000編 を超えて いる(平 川南 ほか 「東北古代
史関係文献 目録(そ の1)1945-1976」 『多賀城 跡調査研究所研究 紀要』 四、1977年 、熊 田亮介
「北方古代史 関係 論文 目録(稿)/1977-1998」 『国立歴史民俗博物館研 究報告』第84集 、2000
年)。
本論文は、 このよ うな東北古代史研究 の成果 と、 北海道 はもとよ り北東 アジア地域 をも視野
に入れた近年の北方古 代史研究 の成果 とを土台 として、北方古代史 の推移 とそ の特質 につ いて
の筆者な りの見通 しを提示 した ものである。以下、 各章 の研究 の意 図や方法、そ の位置づ けな
どについて簡 単に述 べる こととす る。 なお、初 出時の発表形態(論 題 を改めた ものにつ いては
旧論題 も)を 付記す る。
序論 北方古代史 の流れ(「 古代の秋 田」r県 史5秋 田県の歴史』 山川出版社、2001年)
本論文のなか では発 表年次が最 も新 しい もので、7～12世 紀 までの出羽国北部地域 を中心 と
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した歴史 の推移 を まとめた もので あ る。近年多彩 で多 様な成果 を生 んでい る考古 学 の発 掘調
査 ・研究 と文献 ・出土文字資料 の新たな解釈 による研究 の成果 とを可能な限 り取 り込み、私見
を もま じえて述べ た。北方古代 史の推移 に関す る現段 階で の見 通 しを簡 潔 に示 した ものであ
り、 ために本論文 の冒頭 に置 くこととした。
第一編 北方古代史の前提
本編で は、北方古代史 に関す る個別的研究 とは性格 を異 にし、そ の前提 として位置づけ られ
る4編 の論文 を収め る。
第一章 古代国家 と蝦夷 ・隼人(r岩 波講座 日本通 史4』 岩波書 店、1994年)
古代の辺境地域 における 「異民族」 として ともに夷独 の範疇で捉え られ なが ら、 これ まで互
いに個別 に論 じ られてきた蝦夷 ・隼人について、 比較史的に検 討 した もので、本論文 の総論 的
論文 と位 置づけ られる もので もある。研究史 的にみれば、 同 じ 『岩波講座 日本歴史』で は戦前
版 の丸 山二郎 「蝦夷隼 人の順撫」(1934年)、 戦後 第1期 の高橋 富雄 「古代国 家 と辺境」(1962
年)が 同様 の課題 について論 じているものの、第2期 『岩波講座 日本歴史』で はテーマ として
は取 り上げ られなか った ものであ るが、1970年 代以降 の北方古代史研究 の進展 ・深化がそ の背
景にある ことはい うまでもあるまい。
第二章 古代 国家 と夷 狭(「 蝦狭 と北 の城柵」r越 と古代の北陸』名著出版、1996年
既発表論文 の うち、 日唐律令 に見 える夷秋関係条文 の比較 ・検討 を通 じて、 日本 における夷
独 の法制史的位置 づけ を論 じた第一節 を収載 した。本章 につ いては、 「帰化」 の概念が変 質 し
てい く過程 を論 じて本章 の論点 を批判的 に深化 させた 田中史 生 「蝦夷 と 「帰化」」(『 日本 古代
国家 の民族支配 と渡来 人』校倉書房、1997年)な どの批判 があ り、若干 の修正 が必要 な部分 も
あるが、発表時 の内容 のまま掲げ ることとした。
第三章 古代国家 と南島 ・隼人(r歴 史評論』555号 、1996年)
本編第 一章で簡単 に触れ た、7世 紀 末～8世 紀前半 におけ る隼人 ・南 島 と古代 国家 の辺境 政
策 との関係やその推移 につ いて検 討 した ものである。 本章にお ける論点 の一部については大平
聡 「南島 と古代国家」(『沖縄研究 ノー ト』6、1997年)や 田中聡 「古代 における南方 世界」(『歴
史評論』586、1999年)な どの批判が あ り、修正す る必要 のある部分 もあるが、 もとのままと し
た。
第四章 古代 における 「北方」 について(r古 代 の東北』 高科書店、1989年)
第二編第一章で検 討 した古代 にお ける国土観 の復原 をも とに、古代 国家 の北方観念 の変遷 に
つ いて論 じた もの であ る。 なお、本章 で 述べ た、 「渡 嶋」 を行 基 図 に見 え る 「止 島」な い し
「止々島」に比定す る私見 については、小 口雅史 「渡嶋再考」(r国 立歴史民俗博物館研究報告』
84集 、2000年)な どの批判があ り、 再検 討す べき余地 も残 されて いる。ただ し、小 口は渡嶋 を
「か りのみち(雁 の道)」 に比定 して いるが従 えな い。
第二編 北方古代 史の諸相
本編 には、北方古代 史について の個別的研究九編 を収 める。
第 一章 蝦夷 と蝦独(「 蝦夷 と蝦狭一古代の北方 問題 につ いての覚書」r東 北古代史の研究』
吉川弘文館、1986年)
本章は、多様 な事例 のあるエミシの表記 のうちの 「蝦狭」 に注 目し、蝦独は古代 におけ る国
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土観 と密接 に関係 して 成立 した もので あ る こと、蝦狭 は国土 の北方 に居住す るエ ミシ と とも
に、7世 紀代 にエ ミシとは 明確 に区別 された粛慎(の ちに鞍鞠)を も包含す る観 念 と考 え られ
ることな どを明 らか にした ものであ る。筆者の北方古代史研 究の基礎 となる論文 ともいえる。
なお、本章で提起 した前陸奥守源頼俊 申文 に見 える 「衣 曽別嶋」(御 堂摂政別記 裏文書)を 「エ
ゾ ノワケシマ」 と訓みエ ゾの初見 とみ る私見 については、 「衣 曽別 嶋」 を 「宇 曽利嶋」 の誤記
とみ る考えが出されている(八 木光 則、蝦夷研究会 口頭報告、2000年)。
第二章 古代 国家と東北の城柵(r日 本 の古代 国家と城』新人物往来社、1994年)
1970年 代以降急 速 に進んだ城柵 ・官衙遺跡の発掘調査の成果 を踏 まえて、古代国家の北方政
策の推移 ・変遷過程 のなかに城柵 を位 置づけ、 その特質 を九州 の朝鮮式 山城 と比較 しなが ら検
討 した ものである。 修正の必要 な箇所 もあ り、 一部 につ いて は補訂 を加 えて いるが、大部分 は
もとのま まとしている。
第三章 雄勝城 と払田柵跡(rあ きた史記歴史論考集』4号 、1997年)
払田柵跡の発掘調査 の成果 を踏 まえ、文献史料 の新たな解釈 に基づ いて、払 田柵跡が 旧雄勝
郡内に造営 され た第 一次雄勝城 を遷置 した第二次雄勝城 と推定 され ること、雄勝城遷置 の背景
に桓武朝 にお ける第 四次征夷戦が ある ことを論 じた もので ある。 ほぼ同様 の趣 旨を 「秋 田城跡
と払田柵跡」(『 日本考古 学協会秋 田大 会研 究発表要 旨』、1997年)で も述べて いる。 本章 につ
いては、鈴木拓也 「払田柵 と雄勝城 に関す る試論」(『古代東北 の支配構造』吉川弘文館、1998
年、初 出は1997年)が 同様 な趣 旨でさ らに多 くの論点を明確 にして緻密な考察 を行 ってお り、
それに対 して新野直 吉 「払 田柵 の考察」(『出羽路』129、2001年)の 批判があ るが、新野 の批判
が成功 している とはいいがた い。
第 四章 大野東人 の遠征 をめ ぐって(「 天 平九年、大野東人の遠征をめ ぐって」r日 本史』500
号、1989年)
天平9年(737)に 多賀城一 出羽柵間 の最短直通路の啓開 を目的 に行われた とされる大野東人
の 「遠征」 につ いて再検討 を加え、 この 「遠征」 に先立ち、前年以前 に奥羽 を対象 とす る 「征
夷」が行われ た と推定で きる こと、 したが って東人 の 「遠征」 につ いてはその前史の検討が不
可欠で ある ことな どを論 じた。
第五章 綿麻 呂の 「征夷」(r国 史談話会雑誌』38号 、1997年)
弘仁2年(811)に 行われた陸奥 出羽按察使文室綿麻呂によ る 「征夷」 については これ まで、
そ の歴史的意義 につ いて明確 に検証 されて いるとは いえない。そ こで本章では研 究史の整理 と
比較的 に豊富 といえ る関連史料の全面的見直 しを行 い、綿麻 呂の 「征夷」の実態 といわゆ る三
八年戦 争終結の歴史的背景 について新たな理解 を示 した。 なお、 「古代蝦夷論 の課 題」(『東北
の歴史再発見』河出書房新社、1997年)で もほぼ 同様な趣旨 を述べている。
第六章 蝦夷 と古代 国家(r日 本史研究』356号 、1992年)
本章 では、9世 紀 を中心 として、城柵 と城下 ・蝦夷 村、蝦 夷移配 と朝 貢 ・交 易な どを柱 とし
て古代 国家 によ る蝦夷支配 につ いて検 討 し、蝦夷支 配 の実態 が多様 であ り、9世 紀 には大き く
変化 して いることな どを指摘 した。
第七章9世 紀 におけ る東北の地域間交流(r国 立歴史民俗博物館研究報告 』84集 、2000年)
平成10年 度 に行われた秋 田城跡第72次 発掘調査で大量の漆紙文書が発見 されたが、 そのなか
に9世 紀半ばない しそれ以前の もの と推定 され る死亡帳断簡 ・戸籍断簡 および俘囚計帳断簡が
含 まれて いる。本章では これ らの漆紙文書の内容 とその歴史的背景 を理解 す るため、主 として
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人の移動 という観点か ら、9世 紀前半の奥羽地域での地域間交流の様相 につ いて検 討 した。
第八章 征夷 と鹿島苗喬神(r越 後佐 渡の史的展開』 文書館、1984年)
本 章は、陸奥 国内の海道ルー トに分布す る38も の鹿島苗齎神の成立過程 とその後の推移 につ
いて論 じた もので、 「征夷」 に参加 した戦闘経験者 と推定 され る鹿 島社 の神賎 な どを核 とした
集 団が密接 に関与 したで あろう ことな どを述べてい る。なお、本章は 「宮城の式内社 をめ ぐる
諸 問題」(『宮城 の研究2』 清文堂、1983年)の 一部 を書 き換えた もので、筆者が北方史研究 に
取 り組 む端緒 となった論文で もある。
第九章 奥羽 の神 々(r新 版古代の 日本⑨東北 ・北海道』角川書店、1992年)
古代 の奥羽両 国にお ける神祇信仰の歴 史 と古代国家の神祇 祭祀制度による神社祭 祀の歴史 の
推移 を概括 した もので、主 として奥羽両国 における式内社の成立 と分布 、祭神 の性格 な どを検
討 し、奥羽両国 に固有 の 「征夷」 と神社 との関係 について述べた。 なお、本 章の前提 となった
ものは前掲 「宮城 の式 内社 をめぐる諸問題」である。
第 三編 元慶 の乱
本編 には、北方 史 に関す る個別 的研究 の うち元 慶 の乱 につ いて検討 した論文3編 を収録す
る。
第一章 元慶 の乱関係史料の再検 討(「 元慶 の乱関係史料 の再検討一 日本三代 実録を 中心 と
して」r新 潟大学教育学部紀要人文科学編 』27巻2号 、1986年)
本章で は、 日本三代実録 を中心 とした元慶の乱関係史料 について再検 討を加 え、 先行研究で
見過 ごされて いた事柄 を指摘 して、元慶の乱の推移 と実態 についておおむね次 のよ うな私案 を
提示 している。(イ)元 慶2年3月 に勃発 した反乱は当初反乱側 が圧倒 的であったが、8月 末 に
なってそ の状況 が一変 した のは7・8月 の戦闘で反乱側が敗北 したためである こと、(ロ)そ の
戦 闘には当初反乱側 にいて途 中で官軍側 につ いた津軽俘囚の一部が加わ り、 その背後 に多数 の
渡 島俘囚が いた こと、(ハ)反 乱側 には秋 田城下12村 とともに多数 の津軽俘 囚が加わ って いた
こと、(二)8月 以降反乱側 か ら帰降者が 出るものの反乱 自体は終結 したわ けではな く、元慶3
年初 めに政府 は津軽 に対す る侵攻 を命 じた こと一 な どであ る。私 案については中村英重 「渡 島
蝦夷 の朝貢 と交 易」(『古代の東北』高科書 店、1989年)、 新野直吉 『古代東北の兵乱』(吉 川弘
文館、1989年)、 田中聡 「元慶 の乱の歴史的意義」(第 一八回古代史サマーセ ミナ ー ロ頭報告、
1990年)、 中村 光一 「「元慶 の乱」 について の一考 察」(『史聚』27号 、28号)、 樋 口知志 「渡 島
のエ ミシ」(『古代蝦夷 の世界 と交流』名著 出版、1996年)な どの批判があ り、一 部補訂すべ き
点 はある ものの、論 旨に変更 の必要はな いように思 う。なお、本編第三章でその ことについて
触 れている。
第 二章 賊気 已衰(「 賊気 己衰一 元慶の乱小考一 」r日 本歴史』465号 、1987年)
本章は、 日本三代実録 に見 える元慶 の乱 関係 史料 のうち、 「史 閾」 とされ る記事につ いてや
や 詳細 な検討 を加 えて そ の内容 を復原す ると ともに、 日本 三代実録 編者が.「史 閾」 とした理
由 ・背景 について論 じたものである。
第三章 元慶 の乱覚書(「 元慶 の乱覚え書 き」r秋 田地方史の展開』み しま書房、1991年)
本編第一章に対 して寄せ られ た中村英重前掲 「渡島蝦夷 の朝貢 と交易」な どの批判 に応 える
意味 ももたせて、元慶の乱勃 発の原 因 ・背 景 と乱 の性格 につ いて述べた ものである。
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以上の内容か らなる本論文 を、北方古代史研究 の研究史 の中に位置づ けて あえてそ の特徴 の
い くつか を示す な らば、全体 として は第一 に北方古代史研 究 を同時期 の西南 日本 にお け る隼
人 ・南 島との比較研究 という視点か ら行 って いること、第二 に石母 田正 によ る古代国家 の帝国
型構造 という著 名なシェーマ を 日唐律令 の比較法制史的検討 を踏 まえて批判的 に継承 しようと
している こと、第三 に古代 にお ける国土像 ・国土観 の変遷 という視覚か ら北方古代史 を捉 えよ
うと試みて いることな どをあげ ることがで きようか。 もとよ りそれは本論文のすべて につ いて
いえる ことでは な く、 またそれが成功 して いるか どうかは心許な い。
本論文 に収めた ものの多 くは講座用論文で あ り、 いわば与え られた課題 に応え るべ く執筆 し
たもので あることは、実証性 に不十分な ものを残す とともに、論 旨に微妙な重複 と齪齪 を生 じ
させ る ことにもな った。そのため、本論文 の内容 を理解 して いただ くため に必要 と思われ る一
部 の既発表論文 につ いては、収録 しなか った ものがある。逆 に筆者の関心のお もむ くままに執
筆 した論文 を見直 してみ ると(第 一編第四章、第二編第一章 ・三章 ・四章 ・五章、第三編第一
～三章 な ど)、研 究課題 に関す る関係史料 を改 めて再検 討 した結果 として主要な 先行研 究 に異
を唱 える ことにな って いる。それ らの多 くは、時 に他の論文執筆のお りの副産物で ある場合 も
あったが、筆者が関わ ることにな った 自治体史編集のお りの成果 に多 くを依 って いる ことを明
記 してお きた い。
本論文では主 と して7世 紀か ら9世 紀 にいた る時期の北方古代史の推移 とその特質 につ いて
検討 を加えたが、既発表論文 をもととした ものであ ることに示 され るよ うに、それ によって明
らか にしえた事柄は もち ろん十分であ るとは いえない。 また、序論で現時点での展望 の一部 を
示 した10世 紀以降 の北方史研究は これか らの主要な研 究課題で ある。簑島栄紀 『古代国家 と北
方社会』(吉 川弘文館、2001年)な ど、新た に生み出 され る研 究成果 を踏 まえて、今後 とも追求
して ゆ くこととした い。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、主 に7～9世 紀 にお ける北方世界の歴史 を、古代国家 との関係で明 らか にした も
ので ある。 これ まで 日本列島北部 の古代 の歴史は、主 に東北地方 を対象 に研究 されて きたが、
本論文では、東北地方は もち ろん のこと、国家支配が十分 に及ばなか った本州北端、北海道、
さ らに北東 アジアを視野 に入れ、 これ らを北方世界 とと らえて、そ の歴史 の推移 を明 らか にす
る。全体 は、序論、本論3編16章 、 あとが きか らな る。
序論 「北方 古代史の流れ 」は、7世 紀～12世 紀 の出羽国 とそ の北方地域 の歴史の概説で ある。
7世 紀の東北北部 ・北海道 の北方世界 の社会 変動 と、7世 紀半ば の阿倍比羅夫 の 日本海沿岸 の
北征、8世 紀の出羽 国の設置、 出羽柵 の秋 田移転 、大野東人 の奥 羽連絡路 の開削 の遠征、渤海
使 の出羽来着、雄勝城 の築城、秋 田城の改修、陸奥 の38年 戦争 と出羽、9世 紀 の払 田柵 の性格、
元 慶の乱、11世 紀 の出羽仙北 の俘 囚主清原 氏の台頭 な どにっいて述べ、北方古代史 の推移 に関
す る見通 しを示す。
第1編 「北方古代 史の前提」 は、 北方古代 史研究 の前提 となる4編 の論文 を収 め、古代 国家
と夷狭、蝦夷 ・隼人 ・南島人の関係 を論ず る。
第1章 「古代 国家 と蝦夷 ・隼 人」 は、北 と南の夷独で ある蝦夷、隼 人 ・南 島人 と古代 国家 と
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の交流 につ いて論 じた もので、 本論文 の総論 的論文 である。 これ まで蝦夷 と隼 人につ いて は個
別 的 に論 じ られ る ことが多か ったが、本論文 は両者 を比較史 的観点 か ら論 じた点 に特徴 が あ
る。古 代国家における夷独、蝦夷 ・隼 人 ・南 島人の位置付 け、古代 国家 のそれ らの支配政策、
古代 国家 とそれ らの交渉について明 らかにす る。古代 国家 は北で は郡 を設置 して いな い本州北
端 の能代 ・津軽、 北海道、 さ らに粛慎 な どの北東 アジア とも交渉 をもち、蝦夷 とよばれ た人々
には東北北部か ら粛慎 までを含 み、 南では九州南端 の隼 人 との交流が南 島人(大 隅諸 島か ら先
島諸 島 まで)と の交渉 と深 く関係 し、古代国家 の 日本列島 の北 と南 との交流が一国史 の枠 に収
ま らない地理的 ・歴史的環境 にある ことを強調す る。
第2章 「古代国家 と 『夷秋』」 は、 日本令 ・唐 令 の比 較 を通 して、律令 国家 にお ける夷独=
蝦 夷の法制的位 置付け を明 らかにす る。唐で は周 囲の異 民族=四 夷 の総称 として諸蕃 と夷独が
通用 されるが、 日本では諸蕃=朝 鮮諸 国、夷独=蝦 夷 として両者 を区別す る。隼人は夷独 の範
躊に入 らず 、夷秋 の中核 は蝦夷 であ り、法制 上蝦夷 は帰化 ・外冠 の対象ではな く、慰撫 の対象
とされ、付貫 の対 象にな らず、 「蝦夷」 「俘囚」 とい う身分秩序 に組 み込 まれ、古代国家 の教化
の対 象 とされた。 本来中華思想 は化 内・化外 を区別す る一方、化外 人を受容す る思想で あるが、
日本 では蝦夷 を受 容す る論理は排除 された とす る。
第3章 「古 代国家 と南島 ・隼 人」 は、7世 紀末～8世 紀初 めの隼人 と南島 に対す る古代 国家
の辺境政策 を論 じる。 これ まで無関係 な もの として論 じられて きた が、7世 紀末 ～8世 紀初め
の隼 人 と南島の服 属は連動す るもので あ り、南 島の服属は唐 に対 して 日本 の国土が東西南北 に
広が る とい う国土像 の主張や 「日本」国号 の成立 と密接 に関連す ることを指摘す る。
第4章 「古代 における 『北方』 につ いて」 は、古代国家 の国土観 をふ まえて、その北方観の
変遷 を検 討 し、古代 国家 の北方が津軽 ・渡島(北 海道)を 含 めた広大な地域で あることを明 ら
かにする。
第2編 「北方古代史 の諸相」は北方古代史 に関す る個別論文9編 を収め、蝦夷 と蝦秋の問題、
城柵、征夷、地域 間交流、神祇信仰な ど北方古代史 の種 々相 を明 らか にす る。
第1章 「蝦夷 と蝦秋」は、 「蝦狭」 の用語 の成立 をめ ぐって、古代国家 の北方世界 との交渉
を論 じ、論者 の北方古代史研究 の基礎 とな る章で ある。古代国家 の国土 ・地理観は、 日本列島
は東 西に長 くのび、陸奥国はそ の東の奥の国、 出羽国は北方 の国 と考え られ、そのさ らに北の
渡 島には粛慎が いる と考え られて いた。7世 紀後 半 には東 と北のエ ミシを 「蝦夷」 と表記 して
いたが、7世 紀末 に至 って北のエ ミシを意味す る 「蝦秋」 の用語 が成立す るが、 これは越 ・出
羽 の蝦夷 とともに粛慎 を含む ものであ った ことを明 らか にす る。
第2章 「古代国家 と東北 の城柵」は、東北地方の辺境支配の 中核 とな る城柵 について、発掘
調査 の成果 をふ まえ、古代国家 の辺境政策の 中に位置づけて、城柵が国府の分身であ り、西 日
本 の諸蕃 に対す る朝鮮式 山城 と異な り、政治的 ・軍事的性格 をもつ ことを指摘する。
第3章 「雄勝 城 と払 田柵」 は、 これ まで性格 につ いて諸 説が あった払 田柵跡(秋 田県仙 北
町 ・千畑 町)に つ いて、年輪年代学か らその創建が801～802年 で あること、延暦21年(802)に
雄勝城 に鎮兵 を集 中配置 した ことを関連 させて、払 田柵跡が これ以前 に南 にあった雄勝城 を移
した第2次 雄勝城 である と推定す る。
第4章 「天平 九年、大野東 人の遠征 をめ ぐって」は、天平9年(737)に 大野東人が行った陸
奥国多賀柵 と出羽 国出羽柵 の連絡路の開削のための遠征 に関 して、その前年4月 以前 に征討が
行われて いた ことな どを指摘す る。
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第5章 「綿麻呂の 『征夷』」 は、陸奥国の征夷 事業 の最 後 とな る弘仁2年(811)の 文室綿麻
呂による征夷について、 その実態 と38年 戦争終結の歴 史的背景 について論ず る。
第6章 「蝦 夷 と古代 国家」 は、9世 紀 を中心 に古代国家 の蝦 夷支配 の特質 につ いて、郡 制の
施行地域 と未施行地域 のそれぞ れの蝦夷 の村編成 の支配、 朝貢制支配、 帰降 した蝦 夷の 当土安
置 と中国移配 の問題、蝦夷 の朝貢 か ら私 的交易への変遷 の問題 か ら論ず る。
第7章 「9世 紀 にお ける東 北の地域 間交流」 は、秋 田城跡 出土 の9世 紀 前半の漆紙 文書の死
亡帳 ・戸 籍 ・計帳様文書 断簡 に見 える氏 姓の検 討 を端緒 として、9世 紀 前半 に、 都か ら交 易 ・
開発 な どによ り陸奥 ・出羽国 に流入 して くるもの、両国 の百姓 の他国や郡制未施行 の奥地 へ流
出する ものな ど、両 国を舞台 に した多様 な入間の移動 について明 らかにす る。
第8章 「征夷 と鹿 嶋苗喬神」 は、陸奥 国内の福 島県浜通 ・宮城県域 に多 く分布す る常陸国鹿
嶋社 の苗喬神 につ いて論ず る。陸奥 国内にある鹿嶋苗喬神 は、養老3年(718)の 常 陸国府 か ら
浜通 を経て陸奥国府 に至 る海道 の駅路 の設置 を契機 に、鹿嶋社 の神賎集 団が陸奥国 の征夷 への
参加 の際に武神で ある鹿 嶋神 を勧請 した ものであ り、9世 紀初 め弘仁年間 に鹿嶋社 の苗喬神 へ
の奉幣が途絶す るのは海道の駅路 の廃止 によることを指摘す る。
第9章 「奥羽 の神 々」は、陸奥 ・出羽国 の神祇信仰 に関す る概説で ある。古代国家 の神祇祭
祀制度 における両国の神祇 祭祀 につ いてのべ、両国の式内社が、本来土地の神の地主神 と中央
神 を勧請 した ものか らな り、そ の祭神 の性格 につ いて述べ、 さ らに征夷 との関係で陸奥 国で常
陸国鹿嶋神 ・下総国香取神 を多 く勧請 し、 出羽国の大物忌神社は崇 りの神で あるとともに、武
神、征夷の守護神、予兆の神の性格 をもち、陸奥国塩竃神社は本来製塩 に関わ る塩竃神で ある
ことな どを指摘す る。
第3編 「元慶の乱」は、元慶2年(878)に 出羽国秋 田城 を中心 にお こった蝦夷の反乱で ある
元慶の乱 について、第1章 「元慶の乱関係史料の再検 討 一 『日本三代実録』 を中心 にして 一」
で 『日本三代 実録』 の関係史料 を検討 してそ の経過 を明 らかに し、第2章 「『賊気 已衰』」で反
乱の終息 の原 因 につ いて、第3章 「『元慶 の乱』覚書」で主 に反乱の主体 と原 因 につ いて検討
す る。蝦夷の反乱の原因は、 これ まで指摘 されていた凶作 ・地震 ・噴火、国司の苛政、権 門の
略奪的交易をふ まえ、国司の苛政が蝦夷だ けでな く公民 にも及んでいた こと、郡司な どの在地
首長 と結託 した国司の不 正行為が行 われ、蝦夷への位 記の濫発な どによ って矛盾が噴 出して い
た ことを指摘 する。 反乱 の主体 は これ まで指摘 されている秋 田城下の俘囚だけでな く、津軽 の
俘囚、その背後 の渡 島の俘 囚、 さらに津 軽 に逃亡 した公民 も含まれ、反乱勢力は広が りを持 っ
てお り、反乱 が急 に終息 した原 因は、 当初反乱側 にいた津軽俘囚の一部 に寝返 りがあ った こと
な どを明 らかにす る。
「あ とが き」 では、各論 文を要約 し、 初出論文以後 に出された関係論文 にふれ る。
本論文の特 徴 として、 北方古代史 について、第1に 、近年の研 究成果 をふ まえて、北方古代
史 を東北地方 とい う狭 い枠 か ら開放 し、北海道は もとよ り北東ア ジア との関係 を含めて論 じて
いる点、第2に 、北方古代史 を南の辺境 にある隼人 ・南 島人 との比較か ら考察す る点、第3に 、
日本古代 国家 の帝 国型国家構造 を、唐 の法制 との比較 か ら論 じている点、第4に 、出羽国 とそ
れ につづ く北方世界について、古代 国家の国土観 ・国土像の変遷の視点か ら論 じて いる点な ど
が上げ られ、 これ らの点 で北方古代史研 究を大き く前進させ た。 その考察 は堅固な実証性 に裏
付け られて説得 的であ り、.多くの新 たな知見 を含 んでいる。 その研 究成果 は北方 古代史研 究は
もとよ り、 日本古代 史全体 の研究 を進 展せ しめる ものであ り、斯 界の学問的発展に寄与す ると
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ころ大なる ものがある。
よって本論文 の提 出者 は博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す るものと認め
られ る。
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